
令
和
５
年
度
決
算

　

認
定
し
た
決
算
議
案
は
、一

般
会
計
、
特
別
会
計
（
公
共

用
地
取
得
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
事
業
）、事
業
会
計
（
病

院
・
公
共
下
水
道
事
業
）
の

７
件
で
す
。

　

決
算
議
案
は
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

同
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ

た
各
分
科
会
（
総
務
企
画
・

市
民
福
祉
・
環
境
教
育
・
都

市
経
済
）
で
令
和
５
年
度
の

事
業
執
行
に
関
す
る
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
か
ら
の
行
財
政

運
営
へ
の
反
映
を
期
待
し
、

同
委
員
会
か
ら
要
望
事
項
を

市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

教
育
長
に 

佐
後
佳
親
氏

　

佐さ

後の
ち

佳よ
し

親ち
か

教
育
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
同

氏
を
任
命
し
た
い
と
の
議
案

が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
賛

成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
の 

任
命
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
４
人
の

　

第
６
回
会
議
（
９
月
定
例
会
議
）
は
、
９
月
２
日
か
ら

10
月
７
日
ま
で
の
36
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
教
育
長
と
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計

な
ど
７
会
計
の
決
算
、
条
例
の
改
正
、
市
道
の
廃
止
・
認

定
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）、動
産

の
取
得
の
25
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
、
教
育
長
お
よ
び
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
初
日
に
採
決
し
可
決
し
た
動
産

の
取
得
の
10
議
案
を
除
く
15
議
案
は
、
質
疑
終
了
後
、
上

程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
は
、
議
員
21
人
が

登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
２
日
に
は
、

陳
情
が
追
加
上
程
さ
れ
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
・
分
科
会

が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
や
陳
情
に
対
し
、
慎
重
な

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
日
に
は
、
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
質
疑
、
討
論

の
後
、
採
決
し
た
結
果
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
、各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、

質
疑
、
討
論
の
後
、
採
決
し
た
結
果
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
全
議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
も
同
意
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
長
か
ら
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
議

員
か
ら
は
「
国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源
の
保
障
、
教
育
の

機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
・
向
上
並
び
に
行
き
届
い
た
教

育
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」（
５
面
参
照
）の
２
議
案
が

追
加
提
出
さ
れ
、
質
疑
、
討
論
の
後
、
採
決
し
、
い
ず
れ

も
、
同
意・可
決
し
ま
し
た
。（
本
会
議
の
審
議
結
果
は
10

面
を
参
照
）。

う
ち
、
宮み

や

崎ざ
き

昌ま
さ

彦ひ
こ

氏
（
妻
田

西
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

引
き
続
き
同
氏
の
選
任
に
つ

い
て
の
議
案
が
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
同
意

し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に 

井
上
武
氏

　

議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る

監
査
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、

後
任
の
委
員
と
し
て
井
上
武

議
員
（
き
ず
な
）
の
選
任
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
議
案
が

提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
同

意
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

　

可
決
し
た
条
例
の
一
部
改

正
議
案
は
２
件
で
す
。

◎
市
税
条
例　

地
方
税
法
な

ど
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
固
定
資
産
税
の

特
例
割
合
を
定
め
る
ほ
か
、

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
た
め

の
改
正

　

第
５
回
会
議
が
８
月
６

日
に
開
か
れ
、
副
議
長
選

挙
や
常
任
委
員
な
ど
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
９

面
参
照
）。
ま
た
、補
正
予

算
な
ど
２
議
案
が
提
出
さ

れ
、
質
疑
、
討
論
の
後
、

採
決
し
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。工

事
請
負
契
約

◎
複
合
施
設
整
備
事
業
設

計
施
工
一
括
型
業
務
（
第

Ⅲ
期
業
務
）　

建
設
予
定

地
の
地
下
に
埋
設
さ
れ
て

い
る
上
水
道
管
の
移
設
の

工
程
変
更
に
伴
い
、
本
工

事
の
計
画
に
影
響
が
生
じ

た
た
め
、
履
行
期
限
を
令

和
９
年
５
月
28
日
ま
で

（
３
カ
月
延
長
）、
契
約
金

額
を
２
７
９
億
７
６
１
６

万
２
５
０
０
円
（
９
４
７

１
万
６
３
８
円
増
）
に
変

更
す
る
も
の

補
正
予
算

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）
の
歳
出
内
容
】

◎
高
齢
者
外
出
支
援
事
業

費　

か
な
ち
ゃ
ん
手
形
や

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
の
助
成

申
請
が
当
初
見
込
み
を
上

回
る
た
め
の
増
額

【
補
正
後
の
予
算
額
】

１
０
７
４
億
６
４
１
０
万

３
千
円
（
５
５
８
６
万
４

千
円
増
）

　
多
く
の
重
要
課
題
が
山

積
す
る
中
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
市
議
会
の

役
割
も
一
層
大
き
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
公
正

か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
を

行
う
と
と
も
に
、
開
か
れ

た
議
会
へ
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
議

長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

９月定例会議９月定例会議

２
面
中
段
に
続
く

一
般
質
問
　
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
、
子
育
て
な
ど
21
人
が
論
議

決
算
、補
正
予
算
な
ど

決
算
、補
正
予
算
な
ど
2727
議
案
を
認
定・可
決

議
案
を
認
定・可
決

◆一般質問　　　　　２～６面
◆委員会・分科会の審査　７面
◆令和５年度決算の認定　８面
◆常任委員などの一覧　　９面
◆本会議の審議結果　　　10面

主 な 内 容

『秋の訪れ』（七沢森林公園）＝大坪 政文 様 撮影

井上監査委員

髙橋副議長

第
73
代

副
議
長
に

髙
橋
知
己
氏
が

就
任

第５回会議

市議会の情報は 厚木市議会 検 索
⬆⬆
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第269号 （２）あつぎ市議会だより2024年（令和6年）11月15日

一般質問一般質問 要旨要旨

市政に関する市政に関する

一般質問一般質問 要旨要旨一般質問 要旨

市政に関する

一般質問一般質問 要旨要旨

市政に関する市政に関する

一般質問一般質問 要旨要旨一般質問 要旨

市政に関する

　９月定例会議では、９月６日、９日、10日の３
日間にわたり、21人の議員が一般質問を行い、市
政全般の施策について市長などの考えを問いまし
た。主な質問と答弁の要旨を紹介します。

録画配信

国道246号の混雑緩和を図るとともに、東名高速道
路、新東名高速道路、圏央道と相互に連絡すること
により、県央地域における広域ネットワークを形成
する約29kmのバイパス事業

東名
高速
道路

東名
高速
道路

海老名
IC

海老名
JCT

海老名南
JCT

63

129

246

246

129

64

（仮称）
厚木北 IC
（仮称）
厚木北 IC
（仮称）
厚木北 IC

（仮称）
森の里 IC
（仮称）
森の里 IC
（仮称）
森の里 IC

厚木南IC厚木南IC厚木南IC

厚木西IC厚木西IC厚木西IC

厚木IC厚木IC厚木IC

荻野新宿荻野新宿荻野新宿

本厚木
カンツリー
クラブ七沢

森林公園

厚木国際
カントリー
倶楽部

厚木国際
カントリー
倶楽部

荻野
運動公園
荻野
運動公園

60

厚
木
秦
野
道
路

厚
木
秦
野
道
路

千頭橋千頭橋千頭橋

小田
急小
田原
線

小田
急小
田原
線 小

田
原

　

厚
木
道
路

小
田
原

　

厚
木
道
路

圏央厚木
IC

412

圏
央
道

圏
央
道

63

新東
名

高速
道路新東
名

高速
道路

（仮称）
伊勢原北 IC
（仮称）
伊勢原北 IC
（仮称）
伊勢原北 IC

◎
国
民
健
康
保
険
条
例　

国

民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
被
保
険
者
証
の
返

還
に
関
す
る
罰
則
規
定
を
削

る
ほ
か
、
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
た
め
の
改
正

市
道
の
認
定・廃
止

　

可
決
し
た
市
道
路
線
の
認

定・廃
止
議
案
は
５
件
で
す
。

◎
開
発
行
為
に
伴
い
、
緑
ヶ

丘
３
丁
目
地
内
の
４
路
線
を

廃
止
・
２
路
線
を
認
定

◎
開
発
行
為
に
伴
い
、
上
依

知
地
内
と
恩
名
３
丁
目
地
内

の
各
１
路
線
を
認
定

◎
払
い
下
げ
に
伴
い
、
猿
ヶ

島
地
内
と
及
川
地
内
の
各
１

路
線
を
廃
止

補
正
予
算

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
一
般
会
計
１
件
で
す
。

【
主
な
歳
出
の
内
容
】

◎
防
犯
灯
設
置
事
業
費　

当

初
見
込
ん
だ
申
請
数
を
上
回

る
こ
と
に
よ
る
増
額

◎
理
髪
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成
・
高
齢
者

外
出
支
援
事
業
費　

助
成
券

を
郵
送
す
る
こ
と
で
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
増
額

◎
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
等
補
助
金　

国
庫
支
出
金

を
活
用
し
、
高
齢
者
施
設
の

防
災
・
減
災
対
策
を
支
援
す

る
た
め
の
措
置

◎
老
人
保
養
施
設
等
利
用
助

成
金　

当
初
見
込
ん
だ
申
請

数
を
上
回
る
ほ
か
、
助
成
券

を
郵
送
す
る
こ
と
で
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
増
額

１
面
下
段
か
ら
続
く

◎
母
子
保
健
予
防
接
種
事
業

費　

接
種
件
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る

増
額

◎
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済

事
業
費　

健
康
被
害
の
認
定

に
伴
い
、
医
療
費
な
ど
を
支

払
う
た
め
の
増
額

◎
衛
生
プ
ラ
ン
ト・公
民
館・

あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
維
持
管

理
事
業
費　

光
熱
費
高
騰
に

対
応
す
る
た
め
の
増
額

◎
衛
生
プ
ラ
ン
ト
維
持
補
修

事
業
費　

不
具
合
が
生
じ
て

い
る
設
備
を
補
修
す
る
た
め

の
増
額

◎
飼
料
価
格
高
騰
対
策
交
付

金　

飼
料
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
畜
産
農
家
を

支
援
す
る
た
め
の
措
置

◎
道
水
路
等
維
持
補
修
事
業

費　

破
損
し
た
施
設
を
補
修

す
る
た
め
の
増
額

◎
あ
つ
ぎ
生
活
応
援
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
事
業
費　

物
価

高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
担

軽
減
と
商
業
者
支
援
の
た
め

の
措
置

◎
道
路
施
設
維
持
管
理
事
業

費　

街
路
樹
の
剪せ
ん
定て
い
な
ど
に

よ
り
道
路
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
増
額

◎
道
路
維
持
補
修
事
業
費　

道
路
損
傷
箇
所
を
補
修
す
る

た
め
の
増
額

◎
河
川
維
持
管
理
事
業
費　

親
水
広
場
の
除
草
な
ど
に
よ

り
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
増
額

◎
公
園
緑
地
維
持
管
理
事
業

費　

樹
木
の
剪
定
な
ど
や
適

切
な
管
理
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の

増
額

◎
運
動
公
園
長
寿
命
化
事
業

費　

設
備
の
修
繕
を
行
う
た

め
の
増
額

◎
運
動
公
園
維
持
管
理
事
業

費　

体
育
館
の
備
品
を
更
新

す
る
た
め
の
増
額

◎
親
元
近
居
・
同
居
住
宅
取

得
等
支
援
事
業
補
助
金　

当

初
見
込
ん
だ
申
請
者
数
を
上

回
る
こ
と
に
よ
る
増
額

◎
防
災
備
蓄
品
整
備
事
業
費

災
害
時
に
利
用
可
能
な
テ
ン

ト
を
整
備
す
る
た
め
の
増
額

◎
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
整
備
事

業
費　

当
初
見
込
ん
だ
有
償

配
布
希
望
者
数
を
上
回
る
こ

と
に
よ
る
増
額

◎
小
学
校
・
中
学
校
維
持
管

理
事
業
費　

樹
木
の
剪
定
な

ど
を
行
う
た
め
の
増
額

◎
単
独
調
理
場
維
持
管
理
事

業
費　

老
朽
化
し
た
調
理
機

器
を
更
新
す
る
た
め
の
増
額

◎
小
学
校
給
食
施
設
・
単
独

調
理
場
・
中
学
校
・
公
民
館

維
持
補
修
事
業
費　

施
設
の

修
繕
を
行
う
た
め
の
増
額

●
補
正
後
の
予
算
額　

１
０

８
９
億
７
６
６
０
万
４
千
円

（
15
億
１
２
５
０
万
１
千
円

増
）動

産
の
取
得（
追
認
）

　

可
決
し
た
動
産
の
取
得
議

案
は
８
件
で
す
。

◎
平
成
26
年
度　

取
得
し
た

動
産
＝
小
学
校
教
師
用
教
科

書
及
び
指
導
書
、
取
得
金
額

＝
２
８
６
４
万
２
２
８
円
、

契
約
の
相
手
方
＝
株
式
会
社

石
村
集
文
堂

◎
平
成
26
年
度　

取
得
し
た

動
産
＝
小
学
校
教
師
用
教
科

書
及
び
指
導
書
、
取
得
金
額

＝
２
８
３
７
万
１
６
６
４

円
、
契
約
の
相
手
方
＝
有
限

会
社
内
田
屋
書
房

◎
平
成
27
年
度　

取
得
し
た

動
産
＝
小
学
校
及
び
中
学
校

教
師
用
教
科
書
及
び
指
導

書
、
取
得
金
額
＝
２
１
４
０

万
１
３
３
３
円
、
契
約
の
相

手
方
＝
株
式
会
社
石
村
集
文

堂◎
令
和
元
年
度　

取
得
し
た

動
産
＝
小
学
校
及
び
中
学
校

教
師
用
教
科
書
及
び
指
導

書
、
取
得
金
額
＝
３
０
２
２

万
３
７
３
０
円
、
契
約
の
相

手
方
＝
株
式
会
社
石
村
集
文

堂◎
令
和
元
年
度　

取
得
し
た

動
産
＝
小
学
校
教
師
用
教
科

書
及
び
指
導
書
、
取
得
金
額

＝
２
９
８
１
万
８
３
８
６

円
、
契
約
の
相
手
方
＝
有
限

会
社
内
田
屋
書
房

◎
令
和
２
年
度　

取
得
し
た

動
産
＝
小
学
校
及
び
中
学
校

教
師
用
教
科
書
及
び
指
導

書
、
取
得
金
額
＝
２
３
４
４

万
３
０
３
４
円
、
契
約
の
相

手
方
＝
株
式
会
社
石
村
集
文

堂◎
令
和
５
年
度　

取
得
し
た

動
産
＝
小
学
校
及
び
中
学
校

教
師
用
教
科
書
及
び
指
導

書
、
取
得
金
額
＝
３
０
７
０

万
３
３
８
６
円
、
契
約
の
相

手
方
＝
株
式
会
社
石
村
集
文

堂◎
令
和
５
年
度　

取
得
し
た

動
産
＝
小
学
校
教
師
用
教
科

書
及
び
指
導
書
、
取
得
金
額

＝
２
９
０
２
万
２
９
３
３

円
、
契
約
の
相
手
方
＝
有
限

会
社
内
田
屋
書
房

議
員
提
出
議
案

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
１
件
で
す
。

◎
国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源

の
保
障
、
教
育
の
機
会
均
等

と
水
準
の
維
持
・
向
上
並
び

に
行
き
届
い
た
教
育
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
（
５
面
参

照
）

玉
川
に
架
か
る
川
久
保
橋
の

架
け
替
え
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
髙
橋
　
豊 

議
員

　

問　

地
域
の
方
々
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
多
い
が
、
架
け

替
え
の
進
捗
は
。

　

答　

市
長　

老
朽
化
に
よ

る
架
け
替
え
の
た
め
、
土
質

調
査
と
境
界
測
量
を
踏
ま
え

橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

予
備
設
計
を
行
い
、

現
在
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
と
の
事
前
協
議
と
関
係
す

る
土
地
所
有
者
へ
の
事
業
説

明
を
実
施
し
て
い
る
。

　

問　

厚
木
秦
野
道
路
未
事

業
化
区
間
の
早
期
事
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

要
望
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
事
業
化
さ
れ
た
際
に
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
地

籍
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

問　

道
路
補
修
事
務
所
の

体
制
の
現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

職
員
11
人
体

制
で
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

道
路
補
修
業
務
を
行
い
、
夜

間
や
休
日
も
迅
速
な
対
応
を

心
が
け
て
い
る
。
今
後
も
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

●
厚
木
市
立
病
院
の
水
害
対
策

　

問　

現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
病
院
事
業
局
長　

河

川
氾
濫
に
よ
る
浸
水
防
止
対

策
と
し
て
、
想
定
最
大
規
模

の
浸
水
に
対
応
し
た
防
水
壁

の
整
備
工
事
が
昨
年
度
末
に

完
成
し
、
本
年
６
月
に
防
水

板
の
設
置
訓
練
を
実
施
し

た
。
今
後
も
、
定
期
的
に
訓

練
を
実
施
し
、
備
え
る
。

●
通
学
路
の
安
全
対
策

　

問　

現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
教
育
長　

要
望
書
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
映

像
を
基
に
、
通
学
路
の
安
全

対
策
協
議
会
で
児
童
・
生
徒

が
よ
り
安
全
に
通
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も
、

安
心
・
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

政治家の寄付は禁止。有権者が求めることも禁止

◆�開店祝や葬式な
どの花輪・供花

◆�入学・卒業祝や
お中元・お歳暮、
見舞い

◆�秘書などの代理
出席による結婚
祝い、葬式の香典

◆�祭り、集会、旅行な
どへの寸志や飲食
物の差し入れ
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例
年
に
な
い
猛
暑
が
続

い
た
今
夏
、
熱
中
症
対
策

は
も
ち
ろ
ん
、
体
調
管
理

に
気
を
付
け
て
過
ご
さ
れ

た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

夏
休
み
の
期
間
を
利
用

し
、去
る
８
月
19
日
に
は
、

２
年
に
一
度
、
開
催
さ
れ

る
子
ど
も
議
会
が
、
中
学

生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

第
５
回
子
ど
も
議
会

（
中
学
生
議
会
）で
は
、「
子

ど
も
の
移
動
支
援
」「
教

室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
」「
通

学
路
の
安
全
対
策
」「
給

食
の
無
償
化
」
な
ど
、
中

学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で

市
長
や
教
育
長
に
対
し

て
、
堂
々
と
質
問
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
市
民
の
皆

さ
ま
を
対
象
と
し
た
議
会

報
告
会
・
意
見
交
換
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
か
ら
ご
意
見
な
ど
を
伺

う
貴
重
な
機
会
で
す
の

で
、
是
非
と
も
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た

議
会
を
さ
ら
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
高
橋
伸
也
・
望
月
真
実
）

広
報
広
聴

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

　
特
別
委
員
会
か
ら

　

問　

令
和
４
年
９
月
議
会

後
の
ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
の
状

況
と
今
後
の
計
画
は
。

　

答
　
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

バ
ス
乗
り
場
に
バ
ス

待
ち
環
境
を
改
善
す
る
上
屋

を
増
設
し
た
。
障
が
い
者
用

乗
降
場
所
の
上
屋
設
置
の
年

度
内
着
工
を
検
討
し
て
い
る
。

　

問　

障
が
い
者
用
乗
降
場

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
バ
ス
乗

り
場
を
入
れ
替
え
る
検
討
は
。

　

答
　
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

誘
導
の
案
内
方
法
な

ど
の
工
夫
と
と
も
に
引
き
続

き
関
係
部
署
と
連
携
し
、
警

察
な
ど
と
も
協
議
調
整
す
る
。

　

問　

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は

車
椅
子
が
通
り
に
く
く
、
待

合
場
所
が
狭
い
が
、認
識
は
。

　

答
　
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

利
便
性
向
上
に
つ
な

が
る
施
設
整
備
を
検
討
す
る
。

　

問　

未
使
用
の
県
有
地
を

路
線
バ
ス
の
降
車
場
に
再
整

備
す
る
検
討
は
。　

　

答
　
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

県
有
地
も
含
め
た
現

状
の
区
域
で
何
が
で
き
る
の

か
既
に
検
討
し
て
い
る
。

愛
甲
石
田
駅
北
口
広
場
の

さ
ら
な
る
再
整
備
の
考
え
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
村
　
真
和 

議
員

い
じ
め
問
題
の
法
的
な

手
続
き
に
対
す
る
支
援
は

あ
つ
ぎ
一
新
　
小
嶋
　
正
博 

議
員

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
は

公
明
党
　
白
川
　
美
作
江 

議
員

　

問　

現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

　

答
　
市
長　

複
雑
多
様
化

す
る
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
４

月
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
そ
れ
ぞ

れ
の
養
育
環
境
に
適
し
た
相

談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を

進
め
、
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
た
支
援
に
努
め
て
い
く
。

●
空
き
地
・
空
き
家
の
活
用

　

問　

空
き
地
・
空
き
家
を

活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
は
。

　
答
　
市
長　

人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
空
き
地
・
空
き
家
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

形
成
す
る
施
策
を
推
進
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
向
を
踏
ま

え
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合

い
や
共
助
の
支
援
と
し
て
、

空
き
地
・
空
き
家
を
活
用
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
命
を
守
る
災
害
対
策

　

問　

近
年
多
発
す
る
地
震

や
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
対
す

る
本
市
の
現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

災
害
の
種
類

や
規
模
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
も
危
険
箇
所

●
公
共
施
設
最
適
化
基
本
計
画

　

問　

見
直
す
考
え
は
。

　

答
　
企
画
部
長　

令
和
８

年
度
を
め
ど
に
見
直
し
た
い
。

　

問　

現
行
計
画
に
な
い
考

え
方
を
見
直
し
の
中
に
取
り

入
れ
る
か
。　

　

答
　
企
画
部
長　

適
切
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
示
す
考
え
は
。　

　

答
　
企
画
部
長　

ま
ち
づ

く
り
の
新
た
な
局
面
へ
の
対

応
と
併
せ
見
直
す
。

●
公
民
館
ロ
ビ
ー
の
空
調
設
置

　

問　

設
置
の
考
え
は
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長　

設

置
を
含
め
、
効
果
的
な
手
法

を
検
討
す
る
。

社
会
教
育
と
第
２
次
教
育

振
興
基
本
計
画
と
の
関
連
は

無
会
派
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

の
把
握
に
努
め
、
オ
ー
ル
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
３
Ｄ
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

に
対
す
る
心
構
え
や
備
え
、

自
助
、
共
助
の
重
要
性
に
つ

い
て
も
継
続
し
て
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

　

問　

今
年
度
、
社
会
教
育

が
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部

局
へ
移
管
さ
れ
た
が
、
計
画

と
の
整
合
性
は
。

　

答
　
教
育
部
長　

国
の
第

４
期
教
育
振
興
基
本
計
画

や
、
策
定
中
の
市
総
合
計
画

と
の
整
合
を
図
り
、
今
後
、

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　

問　

公
民
館
の
飲
食
ル
ー

ル
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長　

今

後
、
条
件
や
ル
ー
ル
を
明
確

に
し
、運
用
統
一
に
努
め
る
。

　

問　

公
民
館
利
用
を
引
き

続
き
無
料
と
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長　

受

益
者
負
担
の
在
り
方
は
３
年

に
一
度
全
庁
的
に
見
直
す

が
、
公
民
館
は
地
域
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
持
つ
社
会
教

育
施
設
で
あ
り
、
有
料
化
は

慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

複
合
施
設
に
入
る
図

書
館
の
運
営
体
制
は
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長　

現

在
、
新
た
な
図
書
館
の
管
理

運
営
の
基
本
的
な
方
向
性
を

示
す
方
針
を
策
定
し
て
い
る
。

●
避
難
所
で
の
女
性
へ
の
配
慮

　

問　

授
乳
室
、
更
衣
室
や

ト
イ
レ
の
現
状
は
。

　

答
　
企
画
部
長　

避
難
所

の
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
中
で
レ
イ
ア
ウ
ト
案
を
示

し
て
お
り
、
女
性
が
安
心
し

て
着
替
え
や
授
乳
が
行
え
る

よ
う
に
女
性
専
用
の
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

●
平
和
へ
の
取
り
組
み

　

問　

戦
後
80
年
と
な
る
来

年
度
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
民
福
祉
部
長　

平

和
首
長
会
議
加
盟
の
利
点
を

生
か
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
語

り
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
節

目
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　

問　

セ
ン
タ
ー
の
業
務
内

容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
今
後

さ
ら
な
る
相
談
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
が
、
業
務
負
担
軽

減
の
た
め
に
体
制
を
強
化
す

る
考
え
は
。

　

答
　
市
民
福
祉
部
長　

外

部
委
託
や
地
域
と
の
連
携
も

図
り
な
が
ら
、
負
担
軽
減
策

も
含
め
た
運
営
手
法
の
確
立

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を
通

じ
て
、
適
切
な
人
員
体
制
や

業
務
の
効
率
化
な
ど
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
聴
覚
機
能
の
衰
え
へ
の
対
策

　

問　

健
康
寿
命
延
伸
の
た

め
の
大
切
な
取
り
組
み
と
し

て
、
市
の
介
護
予
防
教
室
な

ど
で
、
職
員
と
一
緒
に
啓
発

や
ア
プ
リ
を
使
っ
て
聴
覚
機

能
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
か
。

　

答
　
市
民
福
祉
部
長　

ア

プ
リ
に
よ
り
簡
易
的
に
自
身

の
状
態
を
把
握
で
き
る
た
め

早
期
に
対
応
で
き
る
ほ
か
、

予
防
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ア
プ
リ
の
紹
介
な
ど
活
用
に

向
け
た
周
知
に
努
め
た
い
。

　

問　

窓
口
に
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
を
置
く
考
え
は
。

　

答
　
市
民
福
祉
部
長　

今

年
度
、
試
験
的
に
市
民
課
に

導
入
し
、
利
用
実
態
な
ど
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
他
の
シ
ス

テ
ム
も
含
め
検
討
し
た
い
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
負
担
軽
減

　

問　

家
事
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

答
　
健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
は
重
要
な
支
援
と
捉
え
て

い
る
た
め
、
今
後
も
家
事

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、
各
家
庭

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
有
効
な

支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

問　

文
部
科
学
省
が
令
和

４
年
に
発
表
し
た
県
の
い
じ

め
認
知
件
数
は
、
３
万
８
千

件
を
超
え
て
い
る
。
保
護
者

が
法
的
な
解
決
を
求
め
る
際

に
、
弁
護
士
費
用
の
補
助
制

度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長
　
訴

訟
に
至
る
よ
う
な
重
大
事
態

と
な
る
前
に
防
止
す
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
助
成
制
度
は
現

在
本
市
に
な
い
が
、
制
度
を

創
設
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
た
め
、
実
績
な
ど
を
踏
ま

え
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
投
資
に
よ
る
被
害
防
止

　

問　

相
談
事
例
は
。

　

答
　
市
民
交
流
部
長　

消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
暗
号
資
産
や
不
動
産
投

資
詐
欺
の
相
談
を
受
け
て
お

り
、
令
和
５
年
度
の
相
談
件

数
は
22
件
で
あ
る
。
相
談
者

は
若
年
層
が
多
い
た
め
、
若

年
層
を
対
象
と
し
た
消
費
者

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

啓
発
や
金
融
教
育
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
例
年
５
月
に
東
京
農

業
大
学
で
新
入
生
対
象
に
講

義
を
行
う
な
ど
啓
発
に
努
め

て
い
る
。

●
特
許
や
商
標
登
録
に
よ
る
保
護

　

問　

次
代
を
担
う
若
者
が

社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
す
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
し
た
際
、
保
護
を

支
援
す
る
制
度
は
あ
る
の
か
。

　

答
　
産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
長　

市
内
中
小
企
業
に
対

し
て
出
願
料
や
登
録
料
、
審

査
請
求
手
数
料
な
ど
の
費
用

の
半
額
を
10
万
円
ま
で
補
助

す
る
制
度
が
あ
る
。
ま
た
、

よ
り
専
門
的
な
話
を
聞
き
た

い
事
業
者
は
、
弁
理
士
を
特

許
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派

遣
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

厚 木 市 議 会
会 議 録 検 索

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の

た
め
の
相
談
支
援
体
制
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
山
口
　
保
子 

議
員

　８月１日発行の市議会だより（第
268号）の５面、一般質問の記事で、名
切文梨議員が行った指定管理者制度の
運用についての質問中、「管理業に見合
う金額に改める考えは。」に対する答弁
者を「市民福祉部長」と記載しました
が正しくは「企画部長」でした。
　おわびして訂正いたします。

第268号の訂正
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問　

令
和
７
年
６
月
ご
ろ

に
本
市
で
開
催
す
る
第
３
回

モ
ル
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ

ン
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
選
手
を
育
成

し
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
く
の
か
。

　

答　

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
長　

今
年
11
月
に
開
催
す

る
市
民
体
育
祭
に
オ
ー
プ
ン

種
目
と
し
て
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
連
携
し
て
定
期
的
に
体

験
会
を
開
催
し
、
普
及
活
動

や
機
運
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。
併
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
っ
て
い
き
た
い
。

●
危
機
管
理
状
況

　

問　

市
街
地
の
浸
水
対
策

の
整
備
状
況
と
成
果
は
。

　

答　

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

平
成
25
年
４
月
６
日

に
記
録
さ
れ
た
１
時
間
当
た

り
65
㍉
の
豪
雨
を
契
機
に
、

あ
さ
ひ
公
園
地
下
に
貯
留
施

設
、
厚
木
中
央
公
園
周
辺
に

貯
留
管
を
整
備
し
た
。
こ
れ

ま
で
延
べ
20
回
の
流
入
実
績

と
７
回
の
満
水
を
記
録
し
て

お
り
、
重
大
な
浸
水
被
害
の

報
告
は
な
く
、
十
分
に
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。

　

問　

産
業
集
積
に
よ
り
昼

間
人
口
比
率
が
高
い
本
市
に

お
い
て
避
難
の
準
備
や
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

企
画
部
長　

通
勤
通

学
者
の
帰
宅
困
難
者
の
発
生

を
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
企
業
な
ど
に
お
け
る

従
業
員
の
施
設
内
待
機
、
備

蓄
の
推
進
、
家
族
と
の
安
否

確
認
手
段
の
確
保
な
ど
の
啓

発
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

一
時
滞
在
施
設
の
指
定
や
備

蓄
品
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
交
通
事
業
者
と
緊
密
な
連

携
を
取
り
合
う
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
神
子
　
雅
人 

議
員

　

問　

依
知
南
地
区
で
移
動

販
売
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
。

　

答　

都
市
み
ら
い
部
長　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業

者
の
中
で
実
施
で
き
る
と
こ

ろ
に
依
頼
し
て
い
く
。

　

問　

愛
川
町
の
循
環
バ
ス

に
財
政
負
担
を
行
い
、
依
知

北
地
区
ま
で
の
延
伸
を
提
案

す
る
考
え
は
。

　

答　

都
市
み
ら
い
部
長　

愛
川
町
と
情
報
交
換
を
す
る

と
と
も
に
県
央
や
ま
な
み
地

域
の
広
域
連
携
も
含
め
、
交

通
の
在
り
方
を
議
論
し
た
い
。

●
山
際
北
部
土
地
区
画
整
理

　

問　
（
仮
称
）
北
部
地
区

公
園
面
積
の
拡
張
の
考
え
は
。

　

答　

都
市
み
ら
い
部
長　

災
害
時
の
防
災
施
設
や
動
線

な
ど
を
検
討
し
た
結
果
で
あ

り
、
面
積
は
変
更
し
な
い
。

　
問　
事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

　

答　

都
市
み
ら
い
部
長　

山
際
地
区
は
業
務
代
行
予
定

生
活
利
便
性
向
上
の

取
り
組
み
は公

明
党
　
川
口
　
仁 

議
員

者
が
土
地
利
用
者
の
意
向
調

査
な
ど
を
実
施
し
、
山
際
北

部
地
区
は
準
備
委
員
会
が
組

合
設
立
の
た
め
、
地
権
者
に

説
明
を
行
う
と
伺
っ
て
い
る
。

●
不
法
投
棄
対
策

　

問　

山
際
の
市
道
Ｂ
―
２

９
１
沿
い
の
フ
ェ
ン
ス
を
延

長
す
る
考
え
は
。

　

答　

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

現
場
を
確
認
し
、
可

能
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

●
避
難
場
所
な
ど
の
情
報

　

問　

二
次
元
コ
ー
ド
を
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
表
示

さ
せ
る
考
え
は
。

　

答　

企
画
部
長　

市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
が
重
要

で
あ
る
た
め
検
討
し
た
い
。

　

問　

指
定
避
難
場
所
に
冷

水
器
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　

答　

企
画
部
長　

健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
上
で
有
用
で
、 

総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　

問　

学
校
行
事
が
縮
小
す

る
中
、
策
は
あ
る
の
か
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

学
校
行
事
だ
け
で
は
足
り
な

い
体
験
を
補
う
手
だ
て
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
を
絡
め
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
、
子
ど
も
科
学
館
の
体

験
講
座
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

民
間
の
力
を
借
り
て

進
め
て
は
ど
う
か
と
思
う

が
、
小
・
中
・
高
校
生
を
対

象
と
し
た
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー

に
つ
い
て
、協
議
の
進
展
は
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
関
係
部

署
な
ど
と
協
議
を
し
な
が
ら

継
続
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

答　

教
育
部
長　

対
象
者

の
捕
捉
が
必
要
な
ら
ば
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
協
力
し

て
い
き
た
い
。

●
夏
休
み
小
学
生
預
か
り�

�

サ
ー
ビ
ス

　

問　

来
年
度
以
降
も
実
施

す
る
考
え
は
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

今
年
度
は
試
験
的
に

実
施
し
た
が
、
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
や
事
業
者
に

よ
る
報
告
書
を
は
じ
め
、
場

所
や
費
用
、
事
業
効
果
な
ど

を
検
証
し
た
上
で
実
施
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　

問　

今
年
度
は
ぼ
う
さ
い

の
丘
公
園
で
実
施
し
た
が
、

利
便
性
を
考
え
、
ア
ミ
ュ
ー

あ
つ
ぎ
の
ｓ
ｏ
ｌ
ａ
の
活
用

な
ど
、
全
体
的
に
施
設
を
活

用
す
る
考
え
は
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

今
後
の
事
業
検
証

で
、
公
共
交
通
機
関
が
集
中

す
る
利
便
性
の
高
い
駅
周
辺

で
の
実
施
な
ど
、
会
場
の
選

定
も
含
め
て
考
え
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
経
験
値
の

減
少
を
補
う
策
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
望
月
　
真
実 

議
員

　

問　

介
護
保
険
制
度
を
適

用
で
き
な
い
40
歳
未
満
の
方

へ
の
支
援
が
行
き
届
い
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
。
在
宅
療

養
支
援
制
度
を
実
施
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

若
年
が
ん
患
者
の
方

は
治
療
に
加
え
、
就
労
や
教

育
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

特
有
の
多
様
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

県
内
で
は
、
支
援
の
一
つ
と

し
て
若
年
が
ん
患
者
在
宅
療

養
支
援
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
の
で
、 

今
後
、
参
考
に
し
な
が
ら
調

査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

問　

が
ん
治
療
に
伴
う
外

見
ケ
ア
の
た
め
の
が
ん
患
者

医
療
用
補
整
具
購
入
等
助
成

金
の
給
付
対
象
を
、
他
の
病

気
や
妊
娠
、
出
産
に
よ
る
脱

毛
に
苦
し
む
方
々
に
も
拡
大

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

他
の
疾
病
や
治
療
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
、
先
進

事
例
な
ど
を
研
究
し
な
が

ら
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
良
い

事
業
を
目
指
し
て
い
く
。

●
野
球
場
の
熱
中
症
対
策

　

問　

日
陰
と
な
る
場
所
が

少
な
い
猿
ヶ
島
野
球
場
付
近

の
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に

日
よ
け
を
つ
く
れ
な
い
か
。

　

答　

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

猿
ヶ
島
野
球
場
は
、

下
水
道
処
理
で
発
生
し
た
汚

泥
処
分
地
の
上
部
利
用
と
い

う
こ
と
で
、
県
が
設
置
、
所

有
す
る
施
設
で
あ
り
、
本
市

は
流
域
下
水
道
事
業
の
一
環

と
し
て
県
と
管
理
協
定
を
締

結
し
、維
持
管
理
し
て
い
る
。

新
た
な
施
設
の
設
置
に
つ
い

て
は
県
に
相
談
し
て
い
き
た

い
。

若
年
層
の
が
ん
患
者
へ
の

在
宅
療
養
支
援
の
考
え
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
高
橋
　
伸
也 

議
員

中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共

施
設
の
今
後
の
整
備
方
針
は

公
明
党
　
寺
岡
　
ま
ゆ
み 

議
員

　

問　

令
和
７
年
12
月
で
利

用
で
き
な
く
な
る
中
町
１
丁

目
の
建
物
の
会
議
室
を
利
用

し
て
い
る
あ
つ
ぎ
え
ん
ぴ
つ

の
会
の
そ
の
後
の
学
び
の
継

続
を
ど
こ
で
行
う
の
か
。

　

答　

教
育
部
長　

今
後
も

あ
つ
ぎ
え
ん
ぴ
つ
の
会
の
意

向
を
確
認
し
、
他
の
団
体
と

同
様
に
会
場
使
用
に
も
適
切

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
解
体

後
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿

荘
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

寿
荘
の
移
転
先
は
ま
だ
決
定

し
て
い
な
い
。
今
後
、
利
用

団
体
の
意
見
を
伺
い
適
切
な

移
転
先
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
プ
ー
ル
廃
止
を
決
定
し
、

プ
ー
ル
で
行
っ
て
き
た
事
業

は
金
田
の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

な
ど
で
行
う
と
聞
い
て
い

る
。
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
も

あ
り
送
迎
バ
ス
の
運
行
が
あ

れ
ば
利
用
者
の
増
加
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
が
、考
え
は
。

　

答　

循
環
型
社
会
推
進
担

当
部
長　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

の
施
設
管
理
者
か
ら
、
施
設

運
営
と
利
用
者
数
の
想
定
が

安
定
す
れ
ば
送
迎
バ
ス
の
運

行
計
画
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
と
聞
い
て
お
り
、 

引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
住
宅

　

問　

住
宅
確
保
要
配
慮
者

の
容
易
な
物
件
探
し
へ
の
取

り
組
み
は
。

　

答　

都
市
み
ら
い
部
長　

民
間
賃
貸
住
宅
へ
円
滑
に
入

居
で
き
る
よ
う
、
本
市
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
、
９
月

中
に
居
住
支
援
協
力
不
動
産

店
登
録
制
度
を
開
始
し
、
さ

ら
な
る
支
援
を
進
め
て
い
く
。

開
発
に
よ
り
生
じ
て
い
る
農
地

転
用
後
と
近
隣
の
問
題
対
応
は

き
ず
な
　
石
井
　
芳
隆 

議
員

　

問　

開
発
行
為
を
実
施
す

る
際
は
、
条
例
で
、
開
発
区

域
の
境
界
か
ら
最
大
20
㍍
以

内
の
土
地
、
建
物
の
所
有
者

に
近
隣
説
明
を
実
施
す
る
よ

う
定
め
て
い
る
。
農
業
従
事

者
と
所
有
者
が
違
う
場
合
な

ど
は
農
業
従
事
者
に
説
明
が

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
が
、
説
明
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
。

　

答　

建
築
・
許
認
可
担
当

部
長　

建
設
さ
れ
る
施
設
が

近
隣
の
農
業
に
影
響
を
及
ぼ

す
事
例
な
ど
が
あ
る
た
め
、

今
後
、
地
元
の
生
産
組
合
や

水
利
組
合
の
方
々
、
農
業
関

係
者
を
近
隣
説
明
の
対
象
に

加
え
る
よ
う
庁
内
関
係
部
署

と
調
整
を
始
め
て
い
る
。

　

問　

農
業
の
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
出
て
い
る
が
、
市
独

自
で
も
う
一
歩
進
ん
だ
対
応

が
で
き
る
か
。

　

答　

上
前
副
市
長　

ど
う

し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、

既
存
の
ル
ー
ル
だ
け
で
や
っ

て
い
け
る
の
か
を
し
っ
か
り

議
論
し
て
対
応
し
て
い
く
。

●
急
傾
斜
地
の
近
隣
に
生
じ

て
い
る
問
題
へ
の
対
応

　

問　

県
の
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
の
工
事
申
請
で
崖

の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
場

合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　

答　

企
画
部
長　

所
有
者

が
亡
く
な
り
、
相
続
の
場
合

は
、
相
続
人
全
員
の
承
諾
や

相
続
人
代
表
を
選
定
し
て
も

ら
い
、
急
傾
斜
地
指
定
の
要

望
書
や
工
事
の
承
諾
を
い
た

だ
く
。
閉
鎖
法
人
の
場
合
は

清
算
手
続
き
を
再
度
取
る

か
、
権
利
者
全
員
か
ら
要
望

を
上
げ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
支

援
す
る
の
で
相
談
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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問　

静
岡
県
浜
松
市
多
文

化
共
生
セ
ン
タ
ー
は
、
英
語

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
７
言

語
対
応
の
相
談
員
を
配
置
し
、 

テ
レ
ビ
電
話
通
訳
や
弁
護
士

な
ど
の
専
門
家
に
相
談
で
き

る
な
ど
機
能
が
充
実
し
て
い

る
。
本
市
で
も
増
加
す
る
外

国
籍
市
民
に
対
し
、
電
話
対

応
や
国
際
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
導
入
な
ど
、
総
合
窓
口
設

置
を
検
討
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
民
交
流
部
長　

相

談
窓
口
開
設
や
通
訳
対
応
を

実
施
し
て
い
る
が
、
外
国
籍

市
民
に
特
化
し
た
総
合
相
談

窓
口
は
設
置
し
て
い
な
い
。

外
国
籍
市
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
総
合
的
な
窓
口
設

置
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
、
関
係
部

署
と
調
整
し
て
課
題
を
整
理

し
、
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る

仕
組
み
を
研
究
し
た
い
。

●
多
世
代
が
外
出
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

　

問　

第
10
次
総
合
計
画
に

お
い
て
、
Ａ
Ｉ
や
自
動
運
転

な
ど
の
新
技
術
や
幅
広
い
分

野
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
次
世

代
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
よ
り
、
地
域
住
民
や

来
訪
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
移

動
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域

　国は、全ての国民が持つ教育を受ける権利を保障する立場にあり、子供たちが一定水準の教育を受けられる環境
を整えるには、３分の１に引き下げられた義務教育費国庫負担制度を２分の１へ復元するとともに、義務教育教科
書無償給与制度を堅持する必要がある。
　学校現場における課題が複雑化・困難化する中、子供たちの豊かな学びと育ちを実現するためには、教職員定数
や専門スタッフの拡充などの施策が最重要課題である。あわせて、小学校の学級編制標準が段階的に35人に引き下
げられるが、中学校においても少人数学級の必要性は変わりないことから、実現を求めるとともに、きめ細やかな
指導を行うためにも、今後は30人以下学級の実現が望まれる。
　また、小学校高学年教科担任制の加配は、これまで措置されていた少人数・ＴＴ加配を維持した上で拡充する必要
があり、あわせて、教職員の業務を軽減するには、今後、スクール・サポート・スタッフの常勤化が必要である。
　子供や保護者などに対する相談や心のケアなどを担うスクールカウンセラーは、学校現場に欠かせない職だが、
小学校への配置が不足しており、不足分は市町村費で配置せざるを得ない状況である。本来、国の予算において全
ての学校に配置される必要があり、その役割を十分に果たすためにも常勤化できるだけの財源確保が必要である。
　よって、2025年度政府予算編成において次の事項が実現されるよう強く要望する。
 
１�　教育の機会均等、水準の維持・向上、無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を存続・拡充させること。

また、学校事務職員・学校栄養職員をその対象から外さないこと。さらに、義務教育教科書無償給与制度を継続
すること。

２�　行き届いた教育を実現するために、小学校の35人以下学級を計画的に進め、中学校での35人以下学級を早急に
制定すること。また、30人以下学級の実現に向けて検討すること。

３�　学校の働き方改革・長時間労働の是正を実現し、教職員が子供と向き合う時間を確保するために、加配の配置
増など教職員定数改善を推進すること。また、スクール・サポート・スタッフ、介助員等の専門スタッフ職の拡充、
教育環境を整備するための予算を確保・拡充すること。

４　子供たちの心に寄り添うための、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの拡充を行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和６年10月７日
【提出先】 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の
維持・向上並びに行き届いた教育の実現を求める意見書

厚 木 市 議 会
議 会 中 継
シ ス テ ム

交
通
の
確
保
を
図
る
と
す
る

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　

答　

都
市
み
ら
い
部
長　

Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
り
最
適
な
配

車
と
ル
ー
ト
の
設
定
を
行

い
、
エ
リ
ア
を
限
定
し
て
乗

り
合
い
形
式
で
運
行
す
る
場

合
に
効
果
的
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
定
時
定
路
線
型

運
行
と
比
較
す
る
と
無
駄
の

な
い
効
率
的
運
行
が
で
き
る

た
め
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
導
入
の
際
は
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

　

答　

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
長　

適
当
な
場
所
が
あ
る

か
確
認
す
る
と
と
も
に
、
他

の
場
所
も
検
証
し
、
委
員
会

へ
諮
っ
て
い
く
。

●
５
歳
児
健
康
調
査

　

問　

事
業
の
内
容
は
。

　

答　

健
康
こ
ど
も
み
ら
い

部
長　

発
達
や
社
会
性
な
ど

に
支
援
が
必
要
な
幼
児
を
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
目
的

で
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
客
観
的
に
幼

児
の
状
態
を
判
定
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
調
査
の
結

果
に
基
づ
き
専
門
の
療
法
士

が
保
育
所
な
ど
を
訪
問
し
て

行
動
観
察
を
行
い
、
保
育
士

に
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

●
特
別
支
援
学
級
お
よ
び
通

級
指
導
教
室

　

問　

児
童
・
生
徒
数
は
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

今
年
度
、
特
別
支
援
学
級
は

約
９
４
０
人
で
前
年
度
か
ら

約
１
１
５
人
の
増
加
、
通
級

指
導
教
室
は
約
２
５
０
人
で

約
20
人
増
加
し
て
い
る
。

　

問　

専
門
機
関
が
小
・
中

学
校
に
関
わ
る
仕
組
み
は
。

　

答　

教
育
指
導
担
当
部
長　

学
校
が
、
専
門
職
の
巡
回
相

談
や
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
の

就
学
相
談
を
活
用
し
、
専
門

的
な
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

議 員 提 出
議案第８号

　

問　

急
増
す
る
指
定
営
業

者
以
外
の
客
引
き
行
為
に
、

治
安
悪
化
へ
の
懸
念
や
ま
ち

の
イ
メ
ー
ジ
悪
化
へ
の
対
策

を
求
め
る
多
く
の
声
が
あ
る

が
、
現
状
と
課
題
は
。

　

答　

市
長　

拒
絶
の
意
思

を
示
し
て
い
る
方
に
対
し
、

執し
つ

拗よ
う

に
勧
誘
を
行
う
場
合

に
、
客
引
き
行
為
等
指
導
員

が
必
要
な
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
歩
行
者
の
妨
げ
と
な

る
場
合
な
ど
に
注
意
を
促
す

こ
と
で
迷
惑
行
為
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
問　
条
例
改
正
の
考
え
は
。

　

答　

市
長　

客
引
き
行
為

等
防
止
条
例
は
、
施
行
後
10

年
が
経
過
し
、
客
引
き
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な

る
実
効
性
確
保
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

問　

駅
周
辺
の
喫
煙
問
題

に
つ
い
て
、
複
合
施
設
建
設

の
影
響
な
ど
で
、
喫
煙
所
難

民
と
な
る
方
が
増
え
て
い

る
。
令
和
５
年
度
の
市
た
ば

こ
税
収
入
は
20
億
円
以
上
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
他
自
治
体

が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
公
衆

喫
煙
所
設
置
へ
の
助
成
な
ど

の
検
討
や
、
喫
煙
所
難
民
へ

の
対
策
を
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
対
応
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

公

本
厚
木
駅
周
辺
の
環
境
浄
化

対
策
と
路
上
喫
煙
対
策
は

あ
つ
ぎ
一
新
　
岩
﨑
　
一
弥 

議
員

衆
喫
煙
所
を
含
め
、
民
間
事

業
者
な
ど
へ
の
助
成
は
、
国

や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
、
状
況
に
応
じ
た
必
要
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
複
合

施
設
建
設
に
伴
う
路
上
喫
煙

禁
止
区
域
内
の
指
定
喫
煙
場

所
の
整
備
は
、
望
ま
な
い
受

動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
場

所
と
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
視
点

で
、
今
後
も
具
体
的
な
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
。

あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
の
ご
み
捨

て
場
所
に
お
け
る
課
題
は

無
会
派
　
津
森
　
英
里
花 
議
員

　

問　

の
ぼ
り
旗
を
立
て
る

な
ど
設
置
場
所
を
明
確
に
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
ご
み
捨
て
場

所
で
あ
る
と
分
か
る
よ
う
な

名
称
に
変
更
で
き
な
い
か
。

　

答　

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
長　

設
置
場
所
は
改
め
て

確
認
す
る
。
提
案
内
容
は
実

行
委
員
会
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
分
か
り
や
す
い
名
称

と
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

　

問　

中
央
通
り
や
東
町
交

差
点
に
設
置
す
る
考
え
は
。

あつぎ市議会
だ よ り

一般質問一般質問
主な質問
と答弁

　

問　

高
齢
者
の
外
出
す
る

機
会
、
生
き
が
い
、
楽
し
み

の
増
加
に
つ
な
が
る
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
利
用
券
お
よ
び
シ

ル
バ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
内
容
の

さ
ら
な
る
拡
大
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
申
請
時
に
は
、

窓
口
が
大
変
混
雑
し
て
い
る

が
、
申
請
窓
口
の
改
善
や
申

請
方
法
を
検
討
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

　

答　

市
民
福
祉
部
長　

受

付
や
申
請
方
法
を
含
め
、
高

齢
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
支
援

内
容
の
工
夫
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

●
市
庁
舎
を
含
む
複
合
施
設

の
整
備
事
業

　
問　
進し

ん

捗ち
ょ
く状
況
と
課
題
は
。

　

答　

市
長　

図
書
館
、（
仮

称
）
未
来
館
、
市
庁
舎
な
ど

か
ら
成
る
複
合
施
設
は
、
い

い
日
々
、
い
い
時
間
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

に
と
っ
て
の
居
場
所
や
新
た

な
気
付
き
の
場
と
な
る
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
を
目
指
し
て
、

令
和
６
年
９
月
、
本
体
建
設

工
事
に
着
工
し
た
。
今
後
、

物
価
上
昇
な
ど
に
よ
る
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
事
業
者

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
令

和
９
年
度
中
の
供
用
開
始
を

目
指
し
、
事
業
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
。

●
熱
中
症
対
策

　

問　

小
学
校
の
運
動
会
で

児
童
席
に
テ
ン
ト
を
用
意
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　

答　

企
画
部
長　

近
年
は

気
温
上
昇
が
顕
著
で
あ
り
、

災
害
時
の
屋
外
で
の
避
難
支

援
活
動
を
想
定
し
て
テ
ン
ト

の
購
入
を
進
め
て
い
る
。
平

時
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
運
動

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
貸
し

出
す
こ
と
も
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
な

ど
の
拡
大
に
向
け
た
考
え
は

き
ず
な
　
井
上
　
武 

議
員

外
国
籍
市
民
に
対
す
る
相
談

窓
口
設
置
の
検
討
は

公
明
党
　
山
﨑
　
由
枝 

議
員
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有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
検
査

に
つ
い
て
現
状
と
課
題
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
名
切
　
文
梨 

議
員

ダ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

招
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
は

無
会
派
　
髙
田
　
浩 

議
員

　

問　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物

の
一
種
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
、
全
国
の
河
川

や
水
道
水
か
ら
高
濃
度
で
検

出
さ
れ
て
い
る
。
地
下
水
に

つ
い
て
、
常
飲
な
ど
し
て
い

る
市
民
の
健
康
被
害
を
避
け

る
た
め
、
検
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

　

答　

市
長　

環
境
中
で
分

解
さ
れ
に
く
く
高
い
蓄
積
性

が
あ
る
た
め
、
環
境
省
が
設

定
し
た
暫
定
基
準
値
を
県
内

で
超
過
す
る
事
例
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
地
下
水

の
水
質
検
査
の
実
施
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

早

期
に
実
施
で
き
る
よ
う
具
体

的
な
検
討
を
考
え
て
い
る
。

●
災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保
・

管
理
計
画

　

問　

策
定
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長　

災
害
時
に
お

け
る
感
染
症
や
精
神
的
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
二
次
災
害
を
防

ぐ
た
め
、
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

問　

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ

う
こ
う
保
有
者
の
装
具
交
換

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
、
幼
児

用
補
助
便
座
備
蓄
の
現
状
は
。

　

答　

企
画
部
長　

改
め
て

計
画
に
定
め
る
と
と
も
に
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

反
映
さ
せ
、
幼
児
用
補
助
便

座
は
、
備
蓄
し
て
い
く
。

●
平
和
祈
念
式
典
へ
の
参
列

　

問　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
学
ぶ
機
会
に
な

る
と
思
う
が
見
解
は
。

　

答　

市
民
福
祉
部
長　

戦

後
80
年
を
迎
え
る
来
年
度
、

広
島
や
長
崎
の
式
典
へ
の
参

列
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、 

さ
ま
ざ
ま
な
平
和
推
進
事
業

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

問　

上
今
泉
岡
津
古
久
線

の
林
４
丁
目
―
飯
山
間
の
進

捗
は
。

　

答　

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

現
在
、
現
況
平
面
測

量
と
予
備
設
計
が
完
了
し
て

お
り
、
今
年
度
は
、
詳
細
設

計
に
必
要
と
な
る
横
断
測
量

な
ど
の
詳
細
地
形
測
量
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

問　

厚
木
環
状
２
号
線
の

三
田
―
飯
山
間
の
進
捗
は
。

　

答　

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

飯
山
地
内
の
上
今
泉

岡
津
古
久
線
と
の
交
差
部
か

ら
、
及
川
２
丁
目
地
内
の
厚

木
秦
野
道
路
と
の
分
岐
箇
所

に
至
る
約
千
㍍
の
区
間
に
つ

い
て
、
設
計
を
行
う
た
め
に

必
要
な
デ
ー
タ
を
取
得
す
る

現
況
路
線
測
量
を
実
施
し
、

概
略
設
計
が
完
了
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
が
事
業
を

推
進
す
る
厚
木
秦
野
道
路
と

の
重
複
区
間
の
設
計
を
国
が

実
施
し
て
い
る
。本
路
線
は
、

厚
木
秦
野
道
路
の
整
備
と
並

行
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る

た
め
国
と
の
連
携
を
十
分
図

り
、
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て

い
く
。

　

問　

あ
つ
ぎ
の
道
づ
く
り

計
画
に
お
い
て
、
厚
木
環
状

２
号
線
の
飯
山
か
ら
辻
戸
室

線
の
温
水
ま
で
の
区
間
を
一

段
階
引
き
上
げ
て
考
え
る
べ

き
と
思
う
が
見
解
は
。

　

答　

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備

部
長　

当
該
区
間
は
、
あ
つ

ぎ
の
道
づ
く
り
計
画
で
は
整

備
手
法
を
検
討
す
る
路
線
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
は
環
状
系
都
市
計

画
道
路
の
位
置
付
け
の
引
上

げ
も
視
野
に
入
れ
、
市
全
体

の
各
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

や
、
優
先
度
を
見
極
め
な
が

ら
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

マ
ド
ン
ナ
や
マ
イ
ケ

ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
も
認
め
た

ダ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ケ

ン
ト
・
モ
リ
さ
ん
と
い
う
日

本
人
が
い
る
。
今
年
、
愛
知

県
一
宮
市
が
モ
リ
さ
ん
を
招

い
て
実
施
し
た
ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
私
は
本
人

に
お
会
い
し
た
。
市
外
か
ら

の
来
客
や
経
済
波
及
効
果
が

期
待
で
き
る
と
思
う
が
、
来

年
秋
、
あ
つ
ぎ
国
際
大
道
芸

の
時
期
に
お
招
き
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
長　

あ
る
程
度
の
事
業
規

模
と
な
り
準
備
も
必
要
と
な

る
た
め
、
貴
重
な
市
制
70
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
の
提
案

と
し
て
受
け
止
め
、
今
後
の

参
考
と
す
る
。

●
い
じ
め
対
策
条
例

　

問　

制
定
の
考
え
は
。

　

答　

市
民
交
流
部
長　

子

ど
も
た
ち
の
命
と
尊
厳
を
守

る
た
め
、
条
例
の
制
定
も
含

め
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
と

早
期
発
見
、
解
消
に
最
も
効

果
的
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
、
今
後
、
庁
内
関
係
部

署
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

●
食
品
廃
棄
物
の
処
理
方
法

　

問　

な
ぜ
、
予
算
の
無
駄

遣
い
で
あ
る
県
内
19
市
最
高

額
の
１
日
19
万
５
千
円
プ
ラ

ス
処
分
費
１
㌕
当
た
り
30
円

の
食
品
廃
棄
物
処
理
費
を
や

め
る
決
断
を
し
な
い
の
か
。

　

答　

市
長　

今
ま
で
の
議

会
の
中
で
も
髙
田
浩
議
員
か

ら
ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。担
当
部・

課
と
い
ろ
い
ろ
と
調
整
を
し

て
い
る
状
況
下
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
し
っ
か
り
と
真
摯

に
受
け
止
め
な
が
ら
、
調
整

を
し
て
い
き
た
い
。

上
今
泉
岡
津
古
久
線
、
厚
木

環
状
２
号
線
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
奈
良
　
直
史 

議
員

市章や市の花「さつき」をあしらった２台の市制70
周年記念ラッピングバスが８月から市内を運行。

相模川のアユ

　

問　

プ
ラ
ン
の
概
要
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

相

模
川
、
中
津
川
流
域
の
９
市

町
村
と
漁
業
者
か
ら
な
る
相

模
川
・
中
津
川
水
産
業
再
生

委
員
会
が
、
共
通
課
題
の
解

決
に
向
け
連
携
し
、
ア
ユ
の

安
定
的
な
供
給
と
、
ア
ユ
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
を
第
１

期
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
ま
で
を
第
２
期
の
計

画
期
間
と
し
て
策
定
し
た
。

　

問　

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

名
産
の
ア
ユ
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

　

答　

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
長　

市
民
の
皆
さ
ま
に
親

し
ま
れ
て
き
た
食
で
あ
る
。

今
後
も
Ｐ
Ｒ
し
地
域
の
活
性

化
や
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
。

　

問　

遊
漁
者
や
漁
業
者
を

増
や
す
取
り
組
み
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

ア

ユ
の
放
流
体
験
、釣
り
教
室
、

釣
り
体
験
な
ど
を
通
し
て
、

新
規
遊
漁
者
の
確
保
、
増
加

を
図
り
、
引
き
続
き
、
漁
業

関
係
者
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
情
報
発
信
を
行

い
、
組
合
員
の
勧
誘
や
魚
釣

り
の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

問　

プ
ラ
ン
の
成
果
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

ア

ユ
中
間
育
成
施
設
の
整
備
に

よ
り
、
安
定
的
に
種し

ゅ
び
ょ
う苗
を
供

給
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
、
漁
獲
し
た
ア
ユ
の

組
織
的
な
集
荷
・
出
荷
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ア
ユ
の
産
卵
場
所
が

消
失
し
て
い
る
た
め
産
卵
環

境
を
整
備
し
、
今
後
は
、
ア

ユ
の
安
定
的
な
供
給
と
ア
ユ

を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化

に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

問　

東
京
都
千
代
田
区
で

は
過
料
２
千
円
が
適
用
さ
れ

ま
す
と
記
載
さ
れ
た
路
上
喫

煙
禁
止
の
貼
り
紙
が
随
所
に

あ
る
。
本
市
で
も
注
意
喚
起

し
て
効
果
が
な
い
場
合
は
、

過
料
を
設
定
す
る
べ
き
と
考

え
る
。
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
こ
と
も
必
要
だ

と
思
う
が
見
解
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

み

ん
な
で
守
る
美
し
い
環
境
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
か

ら
21
年
が
経
過
し
、
駅
前
周

辺
の
環
境
や
喫
煙
禁
止
の
状

況
も
変
化
し
て
い
る
た
め
、

意
見
を
伺
う
こ
と
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

問　

公
園
内
に
あ
る
禁
煙

と
書
か
れ
た
看
板
の
前
で
喫

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
に
お
け

る
取
り
締
ま
り
の
実
態
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
髙
田
　
昌
慶 

議
員

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の

詳
細
と
取
り
組
み
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
瀧
口
　
慎
太
郎 

議
員

煙
し
て
い
る
方
が
い
る
。
全

く
実
効
性
が
な
い
た
め
、
ま

ず
は
喫
煙
禁
止
区
域
内
の
公

園
か
ら
過
料
を
徴
収
す
る
な

ど
実
効
性
の
あ
る
ル
ー
ル
を

制
定
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。

　

答　

都
市
み
ら
い
部
長　

利
用
者
の
多
い
駅
周
辺
の
公

園
で
は
、
子
育
て
環
境
向
上

の
た
め
、
た
ば
こ
製
造
販
売

企
業
と
調
整
し
、
ま
た
、
地

域
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
す

る
な
ど
の
分
煙
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

●
夏
季
の
暑
さ
対
策

　

問　

公
園
に
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
が
外
遊
び
で
き
る

期
間
が
長
く
な
る
と
思
う

が
、
今
後
、
増
設
す
る
考
え

は
。

　

答　

都
市
み
ら
い
部
長　

他
市
の
状
況
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
利
用
者
の
多
い
あ

さ
ひ
公
園
な
ど
の
地
域
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
積
極
的
に

設
置
し
て
い
き
た
い
。



【中学生議員からの質問】
・市民共通の休養日について
・「平和な世界」について
・高齢者への支援について
・かなちゃん手形の対象の拡大について
・厚木市、愛川町、清川村が共同で行っているごみ処理について
・市内中学校での模擬選挙について
・デジタル教科書の導入について
・教室へのエアコン設置について

・夏休み期間の小学校プールの開放及び青少年広場の開発について
・先生の働き方について
・給食の在り方について
・給食費の無償化について
・あつぎ鮎まつりの日程について
・商業施設について
・交通安全について
・ガードレールの設置について
� ＊詳しくは、今後ホームページに掲載する会議録をご覧ください。

委員会・分科会の審査
補正予算・決算など
―主な質疑と答弁―

　令和６年度補正予算、令和５年度決
算などの議案について、委員会・分科
会での主な質疑と答弁を紹介します。

総
務
企
画

総
務
企
画

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

問　

防
災
備
蓄
品
整
備
事

業
に
つ
い
て
詳
細
は
。

　

答　

現
地
の
本
部
、
炊
き

出
し
、
備
品
の
配
給
な
ど
の

拠
点
と
し
て
利
用
可
能
な
ワ

ン
タ
ッ
チ
式
の
テ
ン
ト
を
整

備
し
、
ぼ
う
さ
い
の
丘
公
園

に
備
蓄
す
る
。
な
お
、
テ
ン

ト
は
貸
し
出
し
が
で
き
る
よ

う
活
用
し
て
い
き
た
い
。

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　

問　

公
共
施
設
最
適
化
推

進
事
業
に
お
け
る
現
本
庁
舎

敷
地
跡
地
活
用
の
進
め
方
は
。

　

答　

令
和
８
年
度
を
め
ど

に
公
共
施
設
最
適
化
基
本
計

画
を
見
直
し
、
跡
地
活
用
に

つ
い
て
は
、
本
庁
舎
敷
地
跡

地
等
活
用
検
討
委
員
会
か
ら

の
提
言
を
受
け
止
め
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞

き
、
方
向
性
を
出
す
た
め
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

問　

情
報
プ
ラ
ザ
維
持
管

理
事
業
に
つ
い
て
、
情
報
プ

ラ
ザ
は
令
和
６
年
度
で
廃
止

の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た

が
、
今
後
の
対
応
は
。

　

答　

６
年
度
以
降
は
講
座

や
貸
館
業
務
が
な
く
な
る
た

め
、
維
持
管
理
で
約
１
４
０

０
万
円
を
継
続
し
て
支
払

う
。
今
後
は
、
売
却
を
第
一

に
検
討
し
、
で
き
る
手
続
き

を
進
め
て
い
く
。

　

問　

防
災
備
蓄
品
整
備
事

業
の
内
容
は
。

　

答　

令
和
５
年
度
は
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
ご
飯
や
保
存

用
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
粉
ミ
ル

ク
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
粉

ミ
ル
ク
な
ど
の
ほ
か
、
大
人

用
の
紙
お
む
つ
や
災
害
用
携

帯
ト
イ
レ
な
ど
を
購
入
し
た
。

　

問　

食
料
関
係
で
賞
味
期

限
が
き
た
も
の
は
ど
の
よ
う

に
し
て
き
た
か
。

　

答　

極
力
賞
味
期
限
を
過

ぎ
な
い
よ
う
総
合
防
災
訓
練

な
ど
で
配
布
し
、
備
蓄
品
に

つ
い
て
周
知
し
て
い
る
。
賞

味
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ
た

も
の
は
、
市
内
養
豚
場
で
消

費
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

問　

消
防
団
運
営
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
中
の

消
防
団
員
の
入
・
退
団
者
の

状
況
と
充
足
率
は
。

　

答　

定
数
５
７
９
人
に
対

し
、年
度
当
初
は
５
１
１
人
、

充
足
率
88・２
％
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
入
団
者
35
人
、
退

団
者
47
人
が
あ
り
、
令
和
６

年
４
月
１
日
現
在
４
９
９
人
、 

充
足
率
86
・
２
％
で
あ
る
。

市
民
福
祉

市
民
福
祉

〇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

問　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
率
は
。

　

答　

国
の
資
料
で
は
、
６

月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
利
用
件
数
お
よ
び
利
用
率

は
全
国
で
１
８
７
４
万
件
、

約
９
・
９
％
で
同
時
期
の
本

市
国
民
健
康
保
険
の
同
資
格

確
認
利
用
率
は
12
・
１
％
で

あ
る
。

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　

問　

高
齢
者
外
出
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
地
区
別
の
申

請
率
は
。

　

答　

申
請
率
の
高
い
地
区

は
、
厚
木
南
地
区
17・１
％
、

厚
木
北
地
区
11
・
５
％
、
愛

甲
地
区
11
・
２
％
、
低
い
地

区
は
、
荻
野
地
区
２
・９
％
、

依
知
南
地
区
３
・
２
％
、
依

知
北
地
区
３
・３
％
で
あ
る
。

　

問　

放
課
後
子
ど
も
教
室

推
進
事
業
に
つ
い
て
、
実
施

校
は
相
川
・
鳶
尾
小
学
校
の

み
か
。

　

答　

２
校
の
ほ
か
、
令
和

５
年
９
月
か
ら
新
た
に
依

知
・
小
鮎
小
学
校
を
加
え
た

４
校
が
常
設
校
で
あ
る
。

〇
令
和
５
年
度
病
院
事
業
会

計
決
算

　

問　

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
手
術
実
績
は
。

　

答　

令
和
５
年
８
月
の
運

用
開
始
以
降
、
昨
年
度
実
績

は
、
外
科
23
件
、
泌
尿
器
科

33
件
の
合
計
56
件
で
あ
る
。

　

問　

通
常
の
手
術
と
の
違

い
は
。

　

答　

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
安

定
し
た
操
作
が
可
能
で
あ

り
、
緻
密
な
作
業
が
行
え
る

こ
と
や
３
Ｄ
カ
メ
ラ
搭
載
に

よ
る
視
認
性
向
上
な
ど
、
通

常
の
手
術
に
比
べ
医
師
の
心

理
的
負
担
が
軽
減
し
て
い
る

ほ
か
、
手
術
に
伴
う
出
血
量

の
抑
制
や
手
術
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
な
ど
が
可
能
に
な

り
、
患
者
の
身
体
的
負
担
を

軽
減
で
き
る
。
ま
た
、
術
後

の
合
併
症
発
症
の
リ
ス
ク
低

下
を
示
す
デ
ー
タ
も
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

環
境
教
育

環
境
教
育

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

問　

飼
料
価
格
高
騰
対
策

交
付
金
の
申
請
予
定
件
数
は
。

　

答　

養
豚
農
家
３
戸
、
酪

農
農
家
７
戸
、
養
鶏
農
家
１

戸
を
予
定
し
て
い
る
。

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　

問　

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

助
成
額
、
助
成
件
数
と
も
に

大
き
く
増
加
し
た
要
因
は
。

　

答　

道
路
交
通
法
改
正
に

伴
い
全
年
齢
で
自
転
車
利
用

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努

力
義
務
化
し
た
こ
と
を
受
け
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
交
通
安
全

意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
や
助

成
額
を
２
千
円
に
引
き
上
げ

た
こ
と
、
義
務
化
前
か
ら
努

力
義
務
の
周
知
を
図
っ
た
こ

と
が
主
な
要
因
と
考
え
る
。

　

問　

農
福
連
携
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
決
算
額
が
予
算

額
に
対
し
て
10
分
の
１
程
度

で
あ
る
こ
と
の
認
識
は
。

　

答　

農
業
者
側
と
福
祉
事

業
者
側
が
想
定
す
る
費
用
や

作
業
内
容
に
ず
れ
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
予
算
額
と
決
算

額
に
開
き
が
生
じ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　

問　

小
中
一
貫
教
育
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
中
学
校
の

教
員
が
同
じ
学
区
の
小
学
校

で
授
業
を
行
う
体
制
の
詳
細

は
。

　

答　

こ
こ
数
年
は
中
学
校

の
英
語
で
連
携
し
て
お
り
、

中
学
校
の
英
語
教
員
が
小
学

校
で
授
業
を
す
る
代
わ
り

に
、
中
学
校
に
非
常
勤
講
師

を
配
置
し
て
い
る
。
中
学
校

教
員
は
小
学
校
１
校
当
た
り

週
２
日
ほ
ど
勤
務
し
、
５
・

６
年
生
に
授
業
を
し
て
い
る
。

　

問　

農
業
委
員
会
運
営
費

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
の

市
内
農
地
面
積
は
。

　

答　

１
２
１
８
・76
㌶
で
、

東
京
ド
ー
ム
約
２
６
５
個
分

と
な
る
。

　

問　

遊
休
農
地
の
発
生
状

況
と
推
移
は
。

　

答　
令
和
３
年
度
が
約
８・ 

55
㌶
、
４
年
度
が
約
11
・
６

㌶
、
５
年
度
が
約
13
・
９
㌶

と
増
加
傾
向
で
あ
る
。

都
市
経
済

都
市
経
済

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

問　

運
動
公
園
維
持
管
理

事
業
費
の
内
容
は
。

　

答　

破
損
し
た
新
体
操

マ
ッ
ト
１
組
を
更
新
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

問　

親
元
近
居
・
同
居
住

宅
取
得
等
支
援
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
の

住
宅
取
得
・
住
宅
改
修
補
助

の
内
訳
は
。

　

答　

８
月
時
点
で
一
戸
建

て
住
宅
の
取
得
が
23
件
、
マ

ン
シ
ョ
ン
取
得
が
７
件
、
住

宅
改
修
が
２
件
で
あ
る
。

　

問　

申
請
が
多
か
っ
た
地

区
は
ど
こ
か
。

　

答　

南
毛
利
・
厚
木
北
・

睦
合
南
地
区
で
あ
る
。

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　

問　

通
勤
環
境
向
上
調
査

事
業
に
つ
い
て
、
中
町
大
型

バ
ス
発
着
場
と
本
厚
木
駅
周

辺
で
送
迎
し
て
い
る
企
業
な

ど
の
数
と
バ
ス
の
便
数
は
。

　

答　

企
業
や
大
学
な
ど
約

35
社
が
バ
ス
を
運
行
し
、
10

分
間
当
た
り
の
最
大
台
数
は

約
40
台
で
あ
っ
た
。

　

問　

交
通
事
業
者
連
携
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
補
助
金

の
実
績
と
内
容
は
。

　

答　

あ
つ
ぎ
温
泉
郷
の
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
小

田
急
電
鉄
株
式
会
社
の
協
力

の
下
、
小
田
急
線
の
全
70
駅

に
掲
出
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ

動
画
を
作
成
し
、
電
車
内
や

動
画
共
有
サ
イ
ト
で
配
信
し

た
。

　

問　

空
き
家
等
対
策
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
空
き
家
は

増
加
傾
向
か
。

　

答　

令
和
３
年
度
は
総
戸

数
８
４
４
戸
、
４
年
度
は
７

０
４
戸
、
５
年
度
は
６
４
９

戸
と
な
っ
て
い
る
。

あつぎ子ども議会（中学生議会）を
開催しました

８月19日 第５回

　

問

　

答

　18人の中学生議員が参加し、山口貴裕市長や佐後佳親教育長な
どに市政のさまざまなテーマについて考えを問いました。
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第269号 （8）あつぎ市議会だより2024年（令和6年）11月15日

要
望
事
項

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
各

分
科
会
で
の
審
査
の
結
果
、

最
終
日
に
髙
橋
豊
予
算
決
算

常
任
委
員
長
か
ら
要
望
事
項

が
報
告
さ
れ
、
今
後
の
行
財

政
運
営
に
反
映
・
対
応
を
市

長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

総
務
企
画

総
務
企
画

１　

次
期
総
合
計
画
策
定
に

当
た
り
、
さ
ら
な
る
施
策
の

推
進
や
市
民
生
活
の
向
上
を

図
る
た
め
、
適
正
な
職
員
配

置
を
実
施
し
、
ま
た
、
市
制

70
周
年
関
連
事
業
の
宣
伝
広

報
を
通
じ
、
市
民
の
意
識
高

揚
と
市
民
参
加
を
進
め
ら
れ

た
い
。

２　

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
事
務

の
効
率
化
、
迅
速
化
、
高
度

化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
に
お
け
る
適
正
な
情
報

提
供
を
通
じ
、
市
民
の
市
政

に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
税
の
収

納
率
向
上
、
物
価
高
騰
時
に

お
け
る
補
助
金
、
助
成
金
へ

の
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
検
討
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め

ら
れ
た
い
。

３　

相
次
ぐ
自
然
災
害
に
対

し
、
危
機
管
理
能
力
や
消
防

機
能
の
向
上
を
図
り
、防
災・

減
災
の
さ
ら
な
る
推
進
を
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ら
れ
た
い
。

市
民
福
祉

市
民
福
祉

１　

少
子
高
齢
化
へ
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
声
を

聴
く
機
会
を
設
け
て
実
態
を

把
握
し
、
教
育
の
充
実
や
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
居
場
所
づ
く
り
、
ま
た
、

健
康
寿
命
の
延
伸
や
高
齢
者

が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
な

ど
の
施
策
に
、
よ
り
一
層
取

り
組
む
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
縮
小
さ
れ
た
事
業
や
各

種
団
体
へ
の
補
助
金
・
助
成

金
等
に
つ
い
て
は
適
正
に
執

行
さ
れ
た
い
。

２　

福
祉
・
医
療
分
野
に
お

け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
、
関
係
課
に
お
け
る
人

員
の
十
分
な
確
保
な
ど
職
場

環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
物
価
上
昇
な
ど
情
勢
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
及

び
行
政
の
ス
リ
ム
化
に
引
き

続
き
努
め
ら
れ
た
い
。

３　

感
染
症
指
定
医
療
機
関

と
い
っ
た
政
策
的
な
医
療
を

担
う
地
域
の
基
幹
病
院
と
し

て
、
市
立
病
院
の
健
全
経
営

及
び
新
た
な
救
急
医
療
体
制

の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
市
民
の
命
を
守

り
、
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
提

供
に
引
き
続
き
努
め
ら
れ
た

い
。環

境
教
育

環
境
教
育

１　

自
転
車
運
転
時
に
お
け

る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
の
向

上
や
、
通
学
路
を
は
じ
め
と

す
る
市
内
全
域
の
道
路
に
お

け
る
潜
在
的
な
危
険
箇
所
の

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
交
通
事

故
の
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２　

外
国
籍
の
保
護
者
に
子

供
と
母
語
で
話
す
重
要
性
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
配
慮
の

必
要
な
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
、
き
め
細
か
な
支
援
を
講

じ
る
た
め
に
、
教
職
員
の
労

働
環
境
な
ど
の
充
実
を
図
り
、

教
育
全
般
に
関
す
る
さ
ら
な

る
予
算
拡
充
と
人
員
配
置
に

努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
児

童
・
生
徒
が
快
適
に
学
校
生

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
と
公
共
用
地
取
得
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
・
国
民
健

康
保
険
事
業
・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
、
病
院
事
業
・
公
共
下
水

道
事
業
会
計
決
算
は
、
定
例
会
議
初
日
に
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
部
門

別
の
分
科
会
で
分
担
・
審
査
し
ま
し
た
。
９
月
24
日
に
総
務
企
画
分
科
会
、
25
日
に
市

民
福
祉
分
科
会
、
26
日
に
環
境
教
育
分
科
会
、
27
日
に
都
市
経
済
分
科
会
を
開
催
し
、

決
算
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
基
に
、
行
政
効
果
や
財
源
の
確
保
、
予
算
執
行
状
況
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
計
と
も
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
望
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
５
年
度　

決
算
の
認
定

令和５年度決算の内容■一般会計決算
歳入内訳 歳出内訳（目的別）

市民１人当たりに使われた金額

４５４，３８３円
※一般会計歳出総額101,648,191,832円を令和６
年４月１日現在の人口223,706人で割ったもの

【主な使い道（目的別）の内訳】
◆民生費･･･ １７８，６７４円

（社会福祉費、児童福祉費、生活保護費など）
◆衛生費･･･ ６３，３７７円（清掃費、保健衛生費）
◆総務費･･･ ５8，８４４円

（総務管理費、企画文化費、徴税費など）
◆土木費･･･ ５１，３３５円

（都市計画費、道路橋りょう費、土木管理費など）
◆教育費･･･ ４２，６２０円

（小・中学校費、社会教育費、教育総務費など）
◆公債費･･･ ２３，０９６円（借入金返済）
◆その他･･･ ３６，４３７円

■会計別決算

■事業会計決算
《参考》令和４年度一般会計決算額　　歳入総額1,060億8,711万3,443円、 歳出総額1,005億2,110万7,813円

会　　計　　名 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額 収 支 差 引 額 翌年度繰越財源額 翌年度繰越又は繰上充用額
一　般　会　計 1,126億4,310万9,855円 1069億8,009万7,852円 1,016億4,819万1,832円 53億3,190万6,020円 15億3,501万8,442円 37億9,688万7,578円

特
　
別
　
会
　
計

公 共 用 地 取 得 事 業 14億7,333万6,498円 14億2,686万8,717円 14億2,680万3,718円 6万4,999円 6万4,999円 0円

後期高齢者医療事業 36億6,026万7,000円 35億6,522万5,838円 35億2,519万9,302円 4,002万6,536円 0円 4,002万6,536円

国 民 健 康 保 険 事 業 218億9,484万9,000円 215億3,241万　933円 214億　860万4,066円 1億2,380万6,867円 0円 1億2,380万6,867円

介 護 保 険 事 業 172億9,204万8,000円 171億5,064万3,168円 166億2,060万6,812円 5億3,003万6,356円 0円 5億3,003万6,356円

小 計 443億2,050万　498円 436億7,514万8,656円 429億8,121万3,898円 6億9,393万4,758円 6万4,999円 6億9,386万9,759円

合　　　　　計 1,569億6,361万　353円 1506億5,524万6,508円 1,446億2,940万5,730円 60億2,584万　778円 15億3,508万3,441円 44億9,075万7,337円

土木費
114億8,399万6千円
（11．3％）

教育費
95億3,439万円
（9.4％）

公債費
51億6,666万7千円
（5.1％）

商工費
35億5,816万5千円
（3.5％）

消防費
31億488万7千円（3.1％）

農林水産業費
8億4,184万1千円（0．8％）

市債
93億7,890万円
（8.8％）

県支出金
61億4,162万1千円
（5.8％）

諸収入
39億3,311万8千円（3.7％） 

地方消費税交付金
60億2,231万円7千円
（5.6％）

繰越金
55億6,600万6千円
（5.2％）

繰入金
28億402万1千円（2.6％） 

その他
45億5,030万2千円（4.2％）

国庫支出金
190億7,308万円
（17.8％）

使用料・手数料
12億7,811万7千円（1．2％）

歳入総額
1,069億8,009万8千円

市税
482億3261万6千円
 （45.1％） 歳出総額

1,016億4,819万2千円

民生費
399億7,053万5千円
（39.3％）

衛生費
141億7,788万2千円（13.9％）

総務費
131億6,368万7千円
（13.0％）

議会費
4億1,178万2千円（0.4％）
労働費
2億3,436万円（0．2％）

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
教
育
環
境

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、小・

中
学
校
適
正
規
模
、
統
廃
合

に
つ
い
て
は
地
域
住
民
の
皆

様
の
御
意
見
を
伺
い
、
効
率

性
や
歴
史
・
文
化
な
ど
も
考

慮
し
な
が
ら
検
討
さ
れ
た
い
。

３　

市
内
農
家
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
農
業

の
発
展
と
永
続
性
に
寄
与
で

き
る
よ
う
、
各
種
政
策
の
実

効
性
を
高
め
ら
れ
た
い
。

都
市
経
済

都
市
経
済

１　

補
助
金
等
の
助
成
事
業

に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
通
じ
て
市
民
の
意
向

等
を
把
握
し
、
他
の
事
業
に

も
役
立
て
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。
ま
た
、
物
価
高
騰
に

対
す
る
支
援
を
様
々
な
分
野

か
ら
実
施
す
る
と
と
も
に
、

成
長
分
野
へ
の
投
資
を
促
進

し
、
経
済
の
好
循
環
を
図
ら

れ
た
い
。

２　

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ

等
の
整
備
・
維
持
管
理
に
当

た
っ
て
は
、
必
要
な
当
初
予

算
の
確
保
、
ゼ
ロ
市
債
等
の

活
用
に
よ
る
工
事
発
注
の
平

準
化
に
努
め
る
ほ
か
、
重
要

度
・
緊
急
性
を
考
慮
し
、
優

先
順
位
を
明
確
に
し
て
効
率

的
に
進
め
ら
れ
た
い
。ま
た
、

近
年
に
お
け
る
自
然
災
害
の

激
甚
化
・
頻
発
化
に
備
え
、

下
水
道
の
耐
震
化
を
早
急
に

進
め
る
な
ど
、
市
民
の
安
全

な
暮
ら
し
や
経
済
に
大
き
な

影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ

う
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
の
防
災
・
減
災
対
策
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

会　計　名 収　入 支　出 備　考

病院事業 
会 計

収益的 117億7,745万4,383円 114億1,463万2,516円 純利益　3億5,829万8,992円

資本的 16億5,200万5,073円 21億8,058万9,273円

会　計　名 収　入 支　出 備　考

公共下水道 
事 業 会 計

収益的 64億1,133万8,568円 59億4,674万4,398円 純利益　3億6,102万9,739円

資本的 21億3,897万7,193円 33億3,364万7,034円

※企業会計のため、一事業年度の経営活動に伴い発生する「収益的収支」と、将来の経営活動に備えて行う施設整備などに伴い発生する「資本的収支」に分かれています。
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会派等名（表記）と所属議員一覧
○は代表者【令和６年11月15日現在】

会派等名（所属議員数） 会派表記 所属議員氏名（住所等、電話番号）

ネクストあつぎ（７人） ネクス

○神子　雅人（戸田1862-1	 ☎220-1233）
　瀧口慎太郎（長谷1526	 ☎247-1058）
　髙橋　　豊（愛甲4-5-5	 ☎247-8453）
　田口　孝男（妻田北2-16-18	 ☎222-7129）
　奈良　直史（林2-1-48	 ☎210-8881）
　山口　保子（妻田南1-13-4	 ☎258-6680）
　堀江　克己（水引2-12-36	 ☎222-1656）

公 明 党（５人） 公明党

○川口　　仁（山際1020-4	 ☎245-8794）
　寺岡まゆみ（戸室2-23-20	 ☎223-7207）
　遠藤　浩一（中町4-10-4-406	 ☎296-7229）
　山﨑　由枝（棚沢205-3	 ☎241-8527）
　白川美作江（緑ヶ丘2-3-15 ☎090-8564-8882）

あつぎみらい（３人） みらい
○渡辺　貞雄（飯山4544	 ☎241-1726）
　松田　則康（猿ヶ島233-1	 ☎245-1820）
　松本　樹影（上荻野1344-1	 ☎242-5550）

あ つ ぎ の 会（３人） あつぎ
○名切　文梨（戸室１丁目※	 ☎222-2787）
　髙田　昌慶（幸町10-15ｵﾌｨｽﾅﾝﾊﾞ2階☎080-3257-6126）
　高橋　伸也（宮の里3-10-20 ☎090-6124-8008）

新 政 あ つ ぎ（３人） 新　政
○望月　真実（幸町9-6-1	 ☎295-8420）
　髙橋　知己（毛利台3-28-12	 ☎247-0883）
　髙村　真和（森の里3-2-8	 ☎404-3454）

き ず な（２人） きずな ○石井　芳隆（金田478	 ☎222-2658）
　井上　　武（幸町2-9	 ☎229-5777）

あ つ ぎ 一 新（２人） 一　新 ○岩﨑　一弥（下荻野※　　　☎070-5014-4075）
　小嶋　正博（水引※　　　　 ☎070-6455-5418）

無 会 派（１人） 無会派Ａ 　髙田　　浩（鳶尾5-2-17	 ☎242-1930）
無 会 派（１人） 無会派Ｂ 　栗山香代子（恩名5-8-1-1301	 ☎247-8595）
無 会 派（１人） 無会派Ｃ 　津森英里花（寿町1-3-13 ☎070-9058-8423）

※�瀧口慎太郎、奈良直史、堀江克己、山﨑由枝、髙田昌慶、望月真実、津森英里花議員の住所・電話
番号は事務所となっています。
※名切文梨、髙橋知己、髙村真和、井上武議員の電話番号は事務所となっています。
※名切文梨、岩﨑一弥、小嶋正博議員の郵送先は厚木市役所（厚木市中町3-17-17議会事務局内）です。

◆監査委員／井上武
◆�厚木愛甲環境施設組合議会議員／髙村真和、高橋伸也、山口保
子、神子雅人、川口仁、松田則康、石井芳隆

◆公益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺振興財団評議員／遠藤浩一
◆国道246号バイパス建設促進協議会委員／遠藤浩一
◆国道412号線建設改良促進協議会委員／遠藤浩一
◆首都圏中央連絡道路建設促進期成同盟会参与／遠藤浩一
◆新東名高速道路建設促進期成同盟会参与／遠藤浩一
◆�ツインシティ整備計画に定める道路２軸（平塚愛甲石田軸及び
伊勢原大神軸）整備促進協議会委員／遠藤浩一

◆都市計画審議会委員／遠藤浩一、田口孝男
◆青少年問題協議会委員／寺岡まゆみ
◆�鳶尾山対策協議会委員／岩﨑一弥、田口孝男、山﨑由枝、髙田
浩

◆主要地方道伊勢原津久井線建設改良促進協議会委員／髙橋知己
◆�上飯山中津上依知線道路整備促進協議会顧問・委員／遠藤浩一、
岩﨑一弥、堀江克己、松本樹影、石井芳隆

◆�中津川堤防道路整備促進協議会顧問・委員／遠藤浩一、山口保
子、奈良直史、田口孝男、山﨑由枝、川口仁、松田則康、石井
芳隆

◆�座間荻野線建設促進協議会顧問・委員／遠藤浩一、岩﨑一弥、
山﨑由枝、松本樹影、髙田浩、川口仁、松田則康、石井芳隆

市議会選出市議会選出のの各種委員会委員各種委員会委員などなど
【令和６年10月７日現在】

常任委員・議会運営委員・特別委員一覧 【令和６年８月６日現在】
◎印は委員長、○印は副委員長
※（　）は会派等《正式名称は左下表参照》

中心市街地活性化
特別委員会（９人）

◎松本　樹影　○山﨑　由枝　小嶋　正博

　堀江　克己　　望月　真実　高橋　伸也

　田口　孝男　　寺岡まゆみ　石井　芳隆

広 報 広 聴
特別委員会�（９人）

◎奈良　直史（ネクス）

○髙村　真和（新　政）

　岩﨑　一弥（一　新）

　遠藤　浩一（公明党）

　瀧口慎太郎（ネクス）

　松田　則康（みらい）

　石井　芳隆（きずな）

総 務 企 画
常任委員会（７人）

◎寺岡まゆみ（公明党）

○堀江　克己（ネクス）

　小嶋　正博（一　新）

　高橋　伸也（あつぎ）

　栗山香代子（無会派B）

　松本　樹影（みらい）

　神子　雅人（ネクス）

市 民 福 祉
常任委員会（７人）

◎川口　　仁（公明党）

○山口　保子（ネクス）

　望月　真実（新　政）

　髙田　昌慶（あつぎ）

　白川美作江（公明党）

　髙田　　浩（無会派A）

　髙橋　　豊（ネクス）

環 境 教 育
常任委員会（７人）

◎田口　孝男（ネクス）

○山﨑　由枝（公明党）

　津森英里花（無会派C）

　髙橋　知己（新　政）

　名切　文梨（あつぎ）

　渡辺　貞雄（みらい）

　井上　　武（きずな）

都 市 経 済
常任委員会（７人）

◎髙橋　　豊（ネクス）

○望月　真実（新　政）

正副委員長

以外の ２６ 人

予 算 決 算
常任委員会（２８人）

◎髙橋　　豊
○望月　真実
　岩﨑　一弥
　白川美作江
　名切　文梨
　神子　雅人
　川口　　仁
　松田　則康
　井上　　武

議 会 運 営
委　員　会� （９人）

◎瀧口慎太郎　○髙田　昌慶　岩﨑　一弥

　髙村　真和　　奈良　直史　白川美作江  

　川口　　仁　　渡辺　貞雄　井上　　武

お気に入りの写真を市議会だよりに

　市内で撮影した四季折々の風景など、厚
木の魅力あふれる写真を募集しています。
今回は第270号（2月1日発行）に掲載する写
真を募集します。ぜひご応募ください。

【応募方法】氏名（ふりがな）、住所、電話番号また
はメールアドレス、撮影場所・年月（日）、写真のタ
イトル（テーマ）を明記の上、12月16日（月）までに
議会事務局までメールまたは持参、郵送により提出
※応募作品の中から広報広聴特別委員会で１点を選
定します。

【提出先】〒243-8511 議会総務課（☎225-2701）
E-mail ：7600@city.atsugi.kanagawa.jp

表紙掲載写真を募集

応募について
の詳細は



市議会だよりは再生紙を使用しています。不要になりましたら、資源回収にお出しください。

第269号 （10）あつぎ市議会だより2024年（令和6年）11月15日

本会議の審議結果本会議の審議結果

第 ６ 回 会 議 （ ９ 月 定 例 会 議 ）　 提 出 案 件
1 0 月 ７ 日 （月）　 議 決

各会派などの賛否　○…賛成、●…反対
△…除斥、－－…欠席 議決

結果ネ
ク
ス

公
明
党

み
ら
い

あ
つ
ぎ

新　

政

き
ず
な

一　

新

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

無
会
派
Ｃ

議 案 第 47 号 教育委員会委員の任命について（宮崎昌彦氏） ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 48 号 令和５年度厚木市一般会計歳入歳出決算について ○ ○- ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 49 号 令和５年度厚木市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 50 号 令和５年度厚木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 51 号 令和５年度厚木市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 52 号 令和５年度厚木市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 53 号 令和５年度厚木市病院事業会計決算について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 54 号 令和５年度厚木市公共下水道事業会計決算について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 55 号 厚木市市税条例の一部を改正する条例について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

議 案 第 56 号 厚木市国民健康保険条例の一部を改正する条例について ○ ○- ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

議 案 第 57 号 市道路線の廃止及び認定について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第58・59 号 市道路線の認定について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第60・61 号 市道路線の廃止について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 62 号 令和６年度厚木市一般会計補正予算（第４号） ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 71 号 監査委員の選任について ○ ○- ○ ○ ○ ○△ ○ ○ ○ ○ 同意

陳 情 第 ３ 号 集団ストーカー犯罪被害防止の法整備を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ●- ● ● ● ● ○ ○ ● ● 不採択

陳 情 第 ４ 号 現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ●- ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ 不採択

陳 情 第 ５ 号 国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持・向上並びに行き届いた教育の実現を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳 情 第 ６ 号 現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ●- ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ 不採択

陳 情 第 ７ 号 議員による職員への政党機関紙の庁舎内勧誘行為の中止を求める陳情 ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 趣旨採択

議員提出議案第 8 号 国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持・向上並びに行き届いた教育の実現を求める意見書について ○ ○- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 ５ 回 会 議 　 提 出 案 件
８ 月 ６ 日（火）　 議 決

各会派などの賛否　○…賛成、●…反対、－－…欠席
議決
結果

ネ
ク
ス

公
明
党

み
ら
い

あ
つ
ぎ

新　

政

き
ず
な

一　

新

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

無
会
派
Ｃ

議 案 第 44 号 工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 45 号 令和６年度厚木市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 ６ 回 会 議 （ ９ 月 定 例 会 議 ）　 提 出 案 件
９ 月 ２ 日 （月）　 議 決

各会派などの賛否　○…賛成、●…反対、－－…欠席
議決
結果

ネ
ク
ス

公
明
党

み
ら
い

あ
つ
ぎ

新　

政

き
ず
な

一　

新

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

無
会
派
Ｃ

議案第 63〜70 号 動産の取得について（追認） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 ６ 回 会 議 （ ９ 月 定 例 会 議 ）　 提 出 案 件
９ 月 1 0 日 （火）　 議 決

各会派などの賛否　○…賛成、●…反対、－－…欠席
議決
結果

ネ
ク
ス

公
明
党

み
ら
い

あ
つ
ぎ

新　

政

き
ず
な

一　

新

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

無
会
派
Ｃ

議 案 第 46 号 教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

◎令和６年８月６日、９月２日、10日、10月７日議決時の会派構成など
※議長…遠藤浩一（議長は採決に加わりません）、副議長…髙橋知己
※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者）
ネクス…ネクストあつぎ（７）：神子雅人、堀江克己、山口保子、奈良直史、田口孝男、髙橋豊、瀧口慎太郎　公明党…公明党（５）：川口仁、白川美作江、山﨑由枝（10 月７日欠席）、遠藤浩一、寺岡まゆみ
みらい…あつぎみらい（３）：渡辺貞雄、松本樹影、松田則康　あつぎ…あつぎの会（３）：名切文梨、高橋伸也、髙田昌慶　新政…新政あつぎ（３）：望月真実、髙村真和、髙橋知己
きずな…きずな（２）：石井芳隆、井上武（議案第 71 号 除斥）　一新…あつぎ一新（２）：岩﨑一弥、小嶋正博　無会派Ａ…無会派（１）：髙田浩　無会派Ｂ…無会派（１）栗山香代子　無会派Ｃ …無会派（１）：津森英里花

12月定例会議の開催予定
日 月 火 水 木 金 土

会議は原則として
午前９時に開きます。

請願・陳情
12月定例会議で審議する請願・陳情の提出締
切日は11月26日（火）です。

11/29 30

本会議、予算決
算常任委員会

12/1 2 3 4 5 6 7

一般質問 一般質問

8 9 10 11 12 13 14

一般質問 総務企画常任
委員会・分科会

市民福祉常任
委員会・分科会

環境教育常任
委員会・分科会

15 16 17 18 19 20 21

都市経済常任
委員会・分科会

予 算 決 算
常 任 委 員 会

22 23

本会議、広報広
聴特別委員会

インター
ネット
議会中継

本会議・常任委員会（分科会）・特別委
員会のライブ中継が視聴できます。また、
会議録ができるまでの間、録画配信も視
聴できます。

議
会
運
営
の
在
り
方

な
ど
議
長
の
諮
問
に

答
申

令
和
５
年
10
月
20
日
に
議

長
が
諮
問
し
た
検
討
事
項

に
対
し
、
７
月
19
日
付
け

で
議
会
運
営
委
員
会
か
ら

答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

【
検
討
事
項
】

議
会
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て

【
検
討
結
果
】

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

諮
問
事
項
２　
投
票
率
向
上
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て

　

今
後
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
く
た

め
の
調
査
研
究
を
継
続
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

【
参
考
】

諮
問
事
項
１　
議
員
定
数
に
つ
い
て

諮
問
事
項
３　
市
議
会
議
員
選
挙
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

　

現
時
点
で
は
、
現
状
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
今
後
の
議
論
を
妨

げ
る
も
の
で
は
な
い
。

諮
問
事
項
４　
委
員
間
討
議
に
つ
い
て

　

現
時
点
で
は
、
現
状
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
今
後
、
さ
ら
に
議

論
を
深
め
て
い
く
た
め
の
調
査
研
究
を
継
続
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

諮
問
事
項
５　
討
論
に
つ
い
て

　

厚
木
市
議
会
会
議
規
則
第
52
条
の
と
お
り
討
論
を
行
う
も
の
と
し
、
討

論
を
行
っ
た
議
案
な
ど
の
採
決
の
際
に
退
席
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
徹

底
す
る
も
の
と
す
る
。

左から髙橋豊副議長、遠藤浩一議長、
川口仁委員長、奈良直史副委員長
（当時）

議案第 44号 工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第 45号 令和６年度厚木市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決


